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２０１５年１月２５日 

のういち会では今年度、農村の空家活用とあら

たな交流の創出へ向け、労働型のイベントを企

画開催してきました。目的は、地元住民が主体

となり、多種多様な方たちとワークショップ形式

で空き家の課題の抽出や空き家利活用の方策

を検討し、継続して空き家利活用に取り組むこ

とができるモデル構築を目指すというもの。設

計士さんには基礎改修にあたりいくつかのシュ

ミレーションを頂いたり、役員会で話し合いさま

ざまな角度から資源調達を考えたり、参加者さ

んに提案を頂いたりとそんな活動から得たもの

はかけがえのないものになりました。この事業

で得た交流や気付きを活かしながら活用イメー

ジを固め、農村ならではのペースと空き家活用

の融合を進めたいと思います。 

 

 

201５年２月 

 

『ふれあいの館』事業所紹介BOX 

本町通りにある観光案内所にのういち会

の紹介 BOX を置いていただきました。町

中から茅の宿までは少し距離があります

が、この BOX を通して新しい出会いがあ

りますように。 

 

 おひなさま展示中                      

『ゆかしき里いわむら城下町 ひなまつり』が3/1～4/3まで開かれます。 

茅の宿とみだでも、おひなさまを飾り、にぎやかにお客様をお待ちしております。 

江戸時代から伝わるおひなさまや、昔からの土雛などを展示しております。 

 

合言葉は『おひなさん見せて～』 

おひなさま会も開催しますので、是非お越しください。 



 

 

 お待たせしました！ 

土日限定ランチ、再開です！ 

 お知らせ 

年末から冬季休業中だった土日限定ランチ、３月７日（土）から再開させてい

ただきます。茅の宿とみだでは、企業研修にて栽培したお米（富田産のコシヒ

カリ）、学生が種まきを手伝ってくれた蕎麦は毎週、阿木の石臼で挽いている美

味しいソバ粉を使用してます、富田の農作物は気候などの助けもありますが、

「美味しい」と評判で、五平餅と手打ちそばの両方が楽しめる「茅のふるさと

定食」は地元の方から遠方からお越しの方にも人気の定番メニューになってお

ります。 

営業開始日：３月７日（土） 

営業日  ：土曜、日曜のみ（年末～２月までは冬季休業） 

営業時間 ：１１：００～１４：００ 

事前にお申込みいただければ、土日に関わらず平日でも、団体様（８名～）のお食事会や、

五平餅の配達も承ります。お気軽にお問合せ下さい。皆様のご利用、ご協力お待ちしてお

ります。 

のういちだより 2015年３月発行 

会員募集中！ 

会員になって特定非営利法人 農村景観日

本一を守る会を応援してください。 

のういちだよりにて活動の様子をお伝えし

てます。 

詳しくは茅の宿とみだまでお問い合わせ下

さい 

 

 

編集後記 

２６年度もあと１か月となりました。 

皆様には当会運営にご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

２７年度も農村景観日本一を守る会（のういち会）では、関わってくださる皆様のご

協力のもと農村の豊かな環境や景観を維持・継続、活用、さらなる交流促進の充実を

目標に頑張っていきたいと思います。 

 

今後ものういち会をよろしくお願い致します。 
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イベント 

茅の宿の 

おひなさま会 

ゆかしき里いわむら城下町ひなまつりは、

地域最大級のひなまつりです。 

茅の宿とみだでも『おひなさま会』を開催

します。 

 

◆おひなさま展示期間 

・3 月 1日(日)～4 月3 日（金）   

※江戸期のおひな様は必見！ 

◆おひなさま会  

□ 日にち  3 月 22(日) 

□ 時間   10：00～15：00 

□ 場所     茅の宿とみだ 

・からすみとお茶の接待 

・ひな御膳や五平餅の販売も予定しており

ます。 

□こども達には小さなサプライズが！？ 

お楽しみに！ 

 

この日は JR ウォーキングもあり、多くの

方が富田を訪れる予定です。 

 

個人正会費：3,000 円／年 

個人賛助会員：1,000 円／年 

団体会費：１口１0,000 円／年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棚田を抱える富田地区が元気になるための活

動を提案、応援、実践したいと日本大学の学生

が研究報告をしてくれました！今後は「富田の

10 年後を考えるワークショップなどを企画し

たいとの事です 

 お知らせ 

農村景観の存続、地区の人

口推移などから考える農地

の保全活用、新しい認識と

合意形成は必要か？などを

地域で考えるキッカケをつ

くりたいとの事ですのでそ

の際には是非ご参加くださ

い。 
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